








要約 藤村らが開発した酵素法の改良法を用いて高オルニチン血症のマス・スクリーニング

の検討を行なった。本法とアミノ酸自動分析計で測定した血中オルニチン値には良好な相

関関係(r＝0.97)が認められた。さらに gyrate atrophy を伴なった高オルニチン血症症例

から得られた血液濾紙によるオルニチン測定値は本法とアミノ酸分析計とで近似の値を示

し,本法が高オルニチン血症のマス・スクリーニングに有用であることを示した。 

30,000 例の新生児から得られた血液濾紙を用いて本法によるスクリーニングを行なった

結果,5mg/d1 以上のオルニチン値を示した例が 42 例見出されたが,再検の結果いずれも一

過性の高オルニチン血症であった。 


